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献 辞

我が国の自然・社会・経済・文化・行政などの現状を体系的

に編集した日本国勢地図帳が、初めてここに公刊されますこと

は誠によろこびに堪えません。

この地図帳により、我が国の国土や国民の諸活動がより一層

理解されるよう望んでいます。

内 閣 総 理 大 臣



序 文

我が国最初の日本国勢地図帳が、国土地理院の手により、五年余りの歳月を費してここに

公刊される運びとなりましたことは、誠に喜ばしいことであります。

総合的、体系的な国勢地図帳を作成するという気運は国際的にも既に十数年前から高まっ

ておりましたが、我が国においても国土地理院を中心として日本国勢地図帳を世に送る準備

が着々と進められてきました。

この地図帳は、政府機関、地方公共団体等の白書や各種の統計資料等各分野の専門家によ

って調査研究された成果を地図とその解説に集大成したものであり、我が国の自然、社会、

経済、文化、行政等あらゆる分野を網羅する内容を備えたものであります。

この地図帳を作成するに当って各種資料を提供され、数多くの有意義な意見、助言等をい

ただいた方々に心から感謝いたしますとともに、一人でも多くの方々にこの地図帳を日常生

活やそれぞれの業務と研究に有効に役立てていただくことを念願する次第であります。

建 設 大 臣

長谷川四郎



発刊のことば

建設省国土地理院長

大 島 哲 男

国土地理院において昭和46年度から5箇年計画で発足した日本国勢地図帳(ナショナルアトラス日本)作成事

業は、各方面よりご協力をいただき昭和50年度までに地図帳の主題別各図葉の編集を終わり、昭和51年度にこれ

ら図葉ごとに解説を加えて、ここに一冊の日本国勢地図帳として発刊する運びとなりました。

日本国勢地図帳はその名称のとおり、国の代表的な地図帳であり、その作成に当って広い分野にわたる知識と

膨大な各種資料の収集整理を必要とすることから、担当の機関だけでなく関係省庁と学会などの学識経験者から

なるナショナルアトラス協議会を設置して、各種統計や研究の成果をあますところなく集大成したものです。

この日本国勢地図帳作成の目的は次のとおりです。

第一に、この地図帳は地図の特性を生かして国土の実態を地図帳の形で、総合的に集約して、国土計画、地方

計画など国の総合政策を遂行するための基礎資料を提供するところにあります。

すなわち、この地図帳を通じて国土の自然、経済、社会、文化などのありのままの姿を全国的な規模で把握す

ることによって、資源の開発や合理的利用、社会的資産の計画的管理や運用、人口の合理的再配置計画、災害予

測や対策などをより適切に実施することができます。

第二に、この地図帳は国土に関する各分野の調査研究はもとより、教育啓蒙の仕事にたずさわる人々に対して

正しい認識の基準となる資料を地図の形で提供することができます。

第三に、この地図帳は民間の諸企業において業務計画、市場調査などに関する有力な資料として活用されるこ

とが期待されます。

第四に、この地図帳は民間で編集される数多くの地図帳類のすぐれた規範として、特に教材用地図帳などを通

じて、その利用効果が教育面に大きく反映するものと考えられます。

第五に、この地図帳は諸外国に対して我が国に関する正確な知識をあたえるとともに、国際協力や交易、通商

上の基礎的な資料として広く活用されることが期待されます。

したがって、この日本国勢地図帳は国や地方公共団体、各種の事業機関、教育・文化機関はもとより、国民各

層に対して国土の実態を明らかにし、我が国の国勢の現状を容易に理解しうる手段を提供するものとして重要な

役割を担うものであり、その発刊は誠に意義のあるものと信じます。



項 目 A1判 A2判 計

作 成 の 要 旨

1．作成の経緯

国土地理院は、第2次大戦後地理調査部門を新設して、国勢地図帳の前身

とも考えられる、80万分1国土実態図の編集を実施した。

この国土実態図は、1946年から1960年にかけて作成され、日本全国を対

象として土地利用、電力、労働人口と都市機能、農業、交通、人口密度、

地形別人口密度などの主題図からなっている。

1948年には地図帳「日本」が刊行された。この地図帳は200万分1の一

の選定、図化表現などの検討を進めた。

地理院はこの地図帳専門部会と連携を保ちつつ、国勢地図帳の内容、項目

1966年には日本国際地図学会の中に地図帳専門部会が設置された。国土

き既成の主題図や資料の調査がはじめられた。

1960年頃から国勢地図帳の内容、構成の立案、アトラスの素材となるべ

志向した初歩的な研究成果であった。

般図からなり地理的解説をつけた小冊子であるが、本格的な国勢地図帳を

1969年には国勢地図帳作成の準備作業がより具体的となり主地図の縮

全体がやや左に傾いた形でレイアウトされた。

地図は、250万分1の地図の裏側半分縦長の紙面を使用するため、日本列島

本の見開きの部分（A1判）の頁をこれにあてることにした。400万分1の

図は、日本列島全体が紙面に対してやや右下に傾いた形でレイアウトされ、

国、九州）の地理的な自然位置は崩さないこととしたため、250万分1の地

格は A2判と決定した。全体にわたって、日本の四大島（北海道、本州、四

なわれた。その結果、主地図の縮尺は250万分1および400万分1、本の規

た。試作をとおして、レイアウト、作業工程、色彩設計などの検討がおこ

縮尺の基図が作成された。1970年には300万分1土地利用図が試作され

尺は300万分1および600万分1、本の規格は B3判とすることとし、この

は地図帳に収録されないものもできた。

うち数図は主題の組合せ、表現上の問題などから作り直したり、最終的に

の作業の進捗にともなって何度も書き変えられた。また、作成した地図の

当初作成された各主題図の一覧表は、よりよい成果を得るために5年間

核となるもののチームワーク育成のための研修であった。

を経験し問題点などの認識を新たにすることと、プロジェクトチームの中

る人全員が資料の解析、編集、製図、印刷までの全工程にわたって実作業

研修が3か月にわたっておこなわれた。実作業のそれぞれの部門を担当す

と印刷関係職員2名からなる、ナショナルアトラスプロジェクトチームの

国土地理院では、この作業の実施に先立って地図編集・製図関係職員6名

からなる、ナショナルアトラス協議会が設置された。

建設事務次官を会長とし、関係省庁の専門家および大学などの学識経験者

担当の機関だけでなく関係諸官庁や専門家の協力を得る必要があるので、

主題図の年次別作成計画案、作成のための組織、事業の概要などがまとめ

また用語については、日本語版と英語版を作成する方針が立てられ、各

られて、計画はより具体的となった。

1971年に国勢地図帳編集計画が国の予算の裏付けを得た正式な事業と

して認められ、事業は5年計画ではじまった。

国勢地図帳の作成には、広い分野にわたる知識や資料を必要とするため、

2．事業の概要と日本国勢地図帳の特徴

日本国勢地図帳の作成事業は、昭和46年度から昭和50年度までの5年

間で各主題図の作成を、昭和51年度に解説面の作成と製本を実施した。

主題図の作成は資料の整備が比較的進んでいるものを5年間のうちの前

半におこない、後半に資料の整備を待っていたものを編集するようにした。

日本国勢地図帳に収録されている主題図の項目別内訳は表1、に示すと

おりであるが、各分野に関する基本的な事象はほとんど取りあげられてい

る。日本国勢地図帳を他国のナショナルアトラスと比較してみると A2判、

366頁、216図葉の規模はいずれに対しても劣るものではないが、内容の面

からみても次のような特徴がある。

1．国土の現状と災害、保全等の状況を表わす各主題図（土地利用、土地

所有、土地の価格、用地の造成、水利用、河川・海岸の管理、大気汚

染・水質汚濁・土壌汚染、地盤沈下、洪水、地すべり、被害地震等）

を作成し、これらをまとめて開発と保全の項目とした。これらの図は、

一面的な資料では作成できないもの、作図や地図表現上かなり困難な

ものもあり、編集上のテクニックと資料解析などに多大の時間を要し

たが、ナショナルアトラスの性格を考慮すると日本では是非必要なも

のである。

2．各産業の主題図も多いが、生活環境、福祉、保健、収入、教育、文化

等に関する主題図を多数取り入れた。

3．各主題図の読図を補助し、また利用を一層効果のあるものとするため

各主題図について簡単な解説と副図を作成し、原則として4頁に1頁

の割合で解説面として配置した。

主題図の縮尺は250万分1または400万分1を基本とし、図の内容や図

の配列の関係から生じる制約によって、500万分1、800万分1、1200万分

1なども用いた。

日本国勢地図帳は日本語版のほかに英語版を同時に作成した。

3．日本国勢地図帳の構成

日本国勢地図帳の構成は次のようになっている。

す項目の順としてある。

主題図の項目別の図葉数は表1のとおりであるが、配列の順序は表に示

各主題図に関する解説はそれぞれの図の傍に表示されていることが便利

であり、また縮尺が250万分1の主題図は A1判で本の見開きを使用する

などのレイアウト上の制約から、原則として A1判主題図と A2判主題図

を表裏に組合せて配置し、これらの図の解説面を A2判として裏の片側に

配置して1組とした。したがって配列は、解説面（A2判）、主題図（A1判

または A2判2図）、主題図（A2判）の繰り返しとなる。

表 1．日本国勢地図帳の項目別図葉数

日本全図

自 然

気 候

開発と保全

人 口

農林漁業

鉱工業・建設業

交通・通信

貿易・流通

商業・金融

政治・財政

社 会

教育・文化

地方図

行政区画

小 計

解説面

1

9

4

3

5

6

4

8

2

1

1

3

2

1

50

1

12

13

9

11

21

22

14

5

10

6

19

18

5

166

85

2

21

17

12

16

27

26

22

7

11

6

20

21

7

1

216

4．編集方針

日本国勢地図帳はわか国の現況を表わす基本的な地図帳であるから、取

扱う主題は国勢を表わす基本的な事項を選び、表現した内容や手法はつと

めて平易なものとしてある。

1．資料とその解析

主題図の編集に用いる資料は原則として信頼度の高い、国（各省庁）あ

るいは都道府県が作成した統計資料（公表しないものおよび未公表のもの

も含む）を使用することとし、それらの適当な資料がない場合は各業協会

等の資料も使用した。また自然関係ではそれぞれの専門分野でかなり定説

用しなかった。

になっているものを採用するよう努め、個人的な考えによるものなどは採

また統計資料はできるだけ素直に解析し、特別な解釈や因果関係を暗示

するような主題の組合せを避けることとした。

2．地図の図法

250万分1、400万分1、500万分1その他ほとんどの主題図における地図

の投影図法は斜軸正角割円錐図法によっている。これらの各縮尺の地図は

すべて共通の2本の標準線による割円錐図法である。250万分1図幅にお

ける標準線の位置と線歪曲率を図1に示す。

この図法以外の図法を用いたものは次のとおりである。

a）日本とその周辺、顕著な台風の経路（1200万分1）、代表的な天気図

（4500万分1）：割円錐図法、標準緯線は北緯30度および北緯60度

b）おもな湖沼（25万分1）：多面体図法

c）おもな地盤沈下地域（50万分1）：正角割円錐図法

d）漁獲量と漁場、品目別輸出入額、品目別輸出入量（5500万分1）、国際

郵便、国際電話、国際加入電信、国際電報（11000万分1）、原料等の海

外依存率（25000万分1）：エケルト第4図法、この図法は正積である。

e）外国との航空路、外国との航空機運航回数（11000万分1）：斜軸正積

擬楕円図法

図1．斜軸正角割円錐図法の標準線と線歪曲率

250万分1図の範囲

f）外航船舶航路、外国との船舶貨物輸送量（11000万分1）：正軸正積擬

楕円図法

g）地方図Ⅰ～Ⅶ（100万分1）：正角割円錐図法、標準緯線は各図ごとに

ことなり次のようになっている。

Ⅰ図およびⅡ図とも北緯27度18分および33度24分

Ⅲ図およびⅣ図とも北緯34度5分および37度54分

Ⅴ図およびⅥ図とも北緯38度57分および45度18分

Ⅶ図のうち伊豆諸島は北緯34度5分および37度54分、小笠原諸島は

北緯24度50分および27度0分

5．地図表現に関する統一事項と問題点

地図表現に際して統一して処理してある事項と問題点については次のと

おりである。

1．日本の領土と外国の領土の区別、国界の表示について

250万分1、400万分1、500万分1、800万分1などの、主題が国内だけを

対象とするものについては、外国領土にねずみ色の斜めの平行線をつけて

日本の領土とは区別した。地震分布（600万分1）のように主題の表示が国

内だけに限らないものについては日本と外国の領土の区別はしていない。

日本とその周辺（1200万分1）については、この図の目的と性格を考慮し

て、日本の国界および他国間の国界を表示した。

世界図上に国別に量などを表わす図については、原則として陸上部分の

国界だけを表示し、海上部分の国界の表示は省略した。また縮尺に応じて

国界の形状を省略した部分もある。

2． 市町村界等の未確定の部分について

行政区画（250万分1）および同オーバーレイについては、都道府県界、

市区町村界が未確定でしかもその区間が長いものは表示をしていない。た

だし、都道府県あるいは市区町村ごとに率や割合を表した主題図について

は便宜的に境界を閉塞連続させてある。

3． 各種表現法における図式設計上の考え方

範囲を区分して主題の分布を表わした図：凡例に示すそれぞれの分布

を、地図上で範囲を区分して表わした図については、その時点においての

未調査地は白色としてある。土壌、植生における国後島、択捉島などはそ

の例である。ただし動物の分布（1600万分1）および漁獲量と漁場（4000万

分1）の魚類の分布などは、それぞれの動物が分布している範囲を彩色した

ものであるから、白色の部分はその動物の分布していない、あるいは漁場

となっていない地域であって、必らずしも未調査地という意味ではない。

等値線による地図：平均気温、降水量、大気汚染･水質汚濁･土壌汚染等

の地図は、各地の値を地図上にプロットし、等しい値を示すと思われる地

点をつないだ線（等値線）を描画してある。これらの地図の多くは、読図

が容易なように各値の帯ごとに彩色（段彩）してある。

等値線で表わすことのできる主題は、その現象が地点上を連続的に変化

していくと考えられるものである。

土地の価格は必らずしも連続的に変化していくわけではないが、表現す

る地図の縮尺（400万分1）と等値線が2万円という粗い間隔であることか

ら連続的に変化しているとしても表現上問題はないと判断したものであ

る。

等値線と段彩式を併用した地図では、資料がない部分については等値線

を表示せず、また色彩も白色とした。

ドット等の同一記号による分布図：表現すべき主題の数量をドットに換

えて表示する場合は、表現する地域単位ごとにその数量をドット数に換算

し、端数は1ドットが表わす単位数量の半分以上は切り上げて1ドットを

表示し、半分以下は切り捨てることとしてある。例えば人口分布（250万分

1）においては1000人1点であるから499人以下はドットなし、500～1499

人までは1ドット、1500～2499人は2ドット、……となっている。しかし

現実には人口が1000人単位で集落を作っているわけではなく、いろいろの

人口規模の集落が不規則に分布しているのであるから、ドットの表示位置、

分散の状況などは、さらに地域を細分した統計や、集落の規模などがある

程度判断できる地図（5万分1地形図、20万分1地勢図など）を参考資料と

し、編集者の判断により適宜の位置にドットが配置される。

面積をドットに置き換えて表示したものについても、切り上げ、切り捨

てについては同じ処置をしてある。例えば果樹の栽培面積(Ⅰ)は1ドット

トなし、25～75haは1ドット、75～125haは2ドット、……となっている。

あたり50ha、であるから、1市町村で25ha未満のときは原則としてドッ

面積を同一ドットによって表わした分布図は多くの場合、ドットの大き

さはそのドットの持っている縮尺化された面積より大きくなるように設計

した。すなわち記号は誇張されているわけで、これは視覚で認識し、それ

がある程度の強さを与えるためには記号の大きさの極小が制限されること

と、1ドットが表わす面積を大きくすると表示すべき主題の切捨てが多く

なり実際の分布状況を表わせなくなるという地図表現上の制約からくるも

のである。たとえば果樹の栽培面積（400万分1）では1ドット（図上直径

0.4mm）は50haを表わしているが400万分1の縮尺における50haは1

辺約0.18mmの方形である。

小記号による分布図：各種の事物についてそれぞれ小記号を設定し、そ

れらの存在する地図上の位置にその記号を表示して分布を表わす図は、原

則として1件について1記号を表示してある。ただし狭い地域に集中して

多くの事物が存在するところでは同種のものをまとめて表わす一括記号を

万分1）、工場の分布（250万分1）などはこの手法をとり入れている。

使用した。史跡･名勝･天然記念物（250万分1）、国宝と重要文化財（400

表現地域単位に率や割合を色彩で表わした地図（コロプレス地図）：この

手法による地図では、表現地域単位は市区町村ごと、あるいは都道府県ご

とが原則であって、特別の場合を除けば、市町村や県を幾つかの特定の地

域に細分するようなことはしていない。

率や割合は主題によって6～10程度の段階に区分し、それぞれの段階の

色を設定し、表現地域単位ごとに該当の色を彩色してある。この手法は、

序文・作成の方針・目次等 7頁分

266頁分

85頁分

7頁分

7頁分

1頁分

各主題図（本図）

解説面（解説文と副図）

行政区画索引表

地名索引表

ナショナルアトラス協議会の構成

A1判50、A2判166

A2判85

A2判7

A2判7



表現する主題が各地域に一様に存在しなくても、地域内が一様に同じ色で

彩色されている。例えば人口密度（250万分1）は市区町村ごとに人口密度

を段階区分して表示したものであるから、無人島や人の住んでいない山岳

地区でもこれらの属する行政区画の平均の人口密度を表わす色で彩色され

ている。

市区町村単位で表わす各図のうち、国後島、択捉島、色丹島、歯舞諸島

については、現在ではわが国の行政権が及んでいないが、第2次世界大戦終

了時の行政区画がそのまま存続しているものとして、その区画を地図に表

示してある。したがって国後島、択捉島、色丹島は資料がないため白色と

し、歯舞諸島（歯舞村）は昭和34年4月に根室市に編入されているので根

室市の一部として率や割合を表示してある。

都道府県単位で表わす各図についても同様に考え、各島は主題がその島

に存在するかしないかに関係なく、それぞれが属する都道府県の率や割合

が表示してある。

コロプレス地図においては、白色の部分は、表現単位内に主題が存在し

ない場合か、資料がない場合かのいずれかである。この地図帳で資料がな

い場合に該当するのは、北方領土および沖縄がある。

人や貨物などの移動量を帯記号で表わした地図：この手法による地図で

は帯記号の表示経路は実際の移動経路によって表わすのが原則である。た

だし内航船舶貨物輸送量（250万分1）のように港間の移出量と移入量が表

示されているだけでその輸送経路が明示された統計資料のない場合は、こ

れら貨物輸送の経路を編集者が一定の規則にもとずき仮定して作図したも

のもある。外国との航空機運航回数も同様である。

また貨物の地域間流動（400万分1）、原料等の海外依存率（25000万分1）、

米の流通（500万分の1）等の、物の流通や流動の状況を表わした地図は、

流線図で表わした。流線図の記号は帯記号と同じである。しかし地図表現

上、流通量とその出発地、到着地に重点がおかれ、実際の経路を表わすこ

とにはあまり重点がおかれていない。

表現地域単位あるいは単独の量や大きさを円、半円、方形記号などで表

わした地図：表現地域単位ごとに集計した量（単独の場合はそのままの量）

などを、大きさの異なる記号で表わしたもので、記号の位置は表現地域の

おおむね中央あるいは主題の存在する主部（単独の場合は実際に主題の存

在する位置）に表わされる。例えば工業生産額（250万分1）は各市町村の

おおむね主部に、農産物の粗生産額（400万分1）は都道府県のおおむね中

央に、鉱山の分布（400万分1）は鉱山のそれぞれの位置に記号を表示して

ある。

単位記号を主題に見合う数だけ配置して主題の量や大きさを表わした地

図：表現地域単位ごとに集計した量などを、ある数値を表わす記号をその

量に見合う数だけ配置して表わした地図で、記号は10、100、1000などの

ように、ある数を基準として10倍、100倍の単位の大きさのものが2～3種

設計されることが多い。例えば木材の生産（250万分1）は市町村単位の木

材の生産量を針葉樹と広葉樹に分けて、それぞれ1000m3、10000m3、

100000m3の記号を定めた。その場合、記号の大きさは代表する数値におよ

そ比例させてある。

この手法による場合、統計値と設計した記号の最小単位のもっている量

との端数は、ドットによる手法のときと同じように中数で切り上げ、切り

捨てをおこなった。すなわち木材の生産において年間生産量17万8450m3

のときは大記号1、中記号7、小記号8が、4万1650m3のときは中記号4、

小記号2が配置されている。

この方法による地図では記号は統計単位地域内に整列配置することが原

則であるが、地域外に若干はみ出したものもある。

コロプレス地図における段階区分の数と区分値の決定：比率などを幾つ

かの段階に区分する際、区分値をいずれにするかは出現の頻度曲線などを

解析して基準となる区分値を定め、間隔はつとめて等間隔の比率で区分す

るようにした。また区分数は250万分1の縮尺の場合は7～10区分、400万

分1、500万分1の縮尺の場合は6～8区分程度としてある。

帯記号における記号幅の設計：主題の移動量などをある近似的な級数系

列により段階区分して、それぞれの中数（Mn）の平方根が帯の幅（W）に

比例するよう設計した。第n番目の記号幅 Wn=K　Mnで表わされ、Kは

比例定数である。帯記号を平面的なものでなく、管に見立ててその断面積

に比例させてあるわけで、平方根に比例させたのは標本の変動幅の大きさ

からくる地図表現上の制約による。ただし外国との航空機運航回数のよう

に標本の変動幅が小さいものについては、中数をそのまま帯の幅に比例さ

せてある。

近似的な級数系列には多くの場合2.0倍と2.5倍の繰り返しを使用した。

すなわち初項をaとすれば、

a，2a，5a，10a，20a，50a，100a，200a，500a，1000a， または

a，2.5a，5a，10a，25a，50a，100a，250a，500a，1000a， なとであ

表2．鉄道旅客輸送量（250万分の1）における旅客輸送の
帯記号幅の設計

項数 区分値 駅間の輸送量 同左中数
（Mn）

a1

a2

a3

a4

a5

a6

a7

a8

a9

2,500

5,000

10,000

25,000

50,000

100,000

250,000

500,000

1,000,000

K　Mn 帯記号幅
（W）

K・ 35.4

K・ 61.2

K・ 86.6

K・132.3

K・193.3

K・273.9

K・418.3

K・612.4

K・866.0

0.6mm

1.1

1.5

2.3

3.4

4.7

7.2

10.6

15.0

る。初項aの値は項数を幾つにするかに関係があり、それは主題の持って

いる変域の大きさや地図の縮尺に応じて考慮決定する。

この考え方による鉄道旅客輸送量（250万分1）の旅客輸送量を表わした

帯記号の設計はつぎのようになっている。

輸送量は、上り下りの両方向を加えた旅客の駅間通過人員の1日あたり

統計となっており、全国のうち最大が東京～有楽町間の約130万人、つぎに

有楽町～新橋間の115万人で、100万人を越える区間は距離としては短か

い。そこで50万人以上をまとめて最大の記号幅とすることとした。また表

2.において M1の帯記号の幅は色彩効果などから約0.6mm以上は必要と

して M9を15.0mmとして算出したものである。すなわち比例定数 Kは

　 である。

流線図における帯記号幅の設計：物資の流通量などを表わす流線記号は

量を段階区分しないで、それぞれの値の平方根に比例する記号幅で表示し

てある。段階区分による記号では、記号が途中で枝分れしたときなど、量

が減っても記号幅は変らないことが生じて、地図表現上好ましくないと判

断したためである。

円、半円記号などの大きさの設計：帯記号の場合と同じように主題の量

などをある近似的な級数系列により段階区分して、それぞれの中数の平方

根が記号の直径の大きさに比例するように設計してある。すなわち中数が

記号の面積に比例したものとなっている。

6．解説面編集の方針

解説面は解説文と副図からなっており、解説文は原則として各地図ごと

の概要、凡例と作図の要点、資料の3項目に分けて記載してある。

概要：題名の見出しに続いて記載してあり、本図の主題およびそれに関

連する事柄についての簡単な説明である。図から読みとれるようなことは

努めて省略した。

凡例と作図の要点：本図において使用した凡例用語などのうち特に必要

と認められるものについて定義とその適用範囲を表示した。作図の要点は

読図する人に知らせる必要のある作図上の約束、表示の基準、資料の問題

点、扱い方などを記載した。

資料：本図、副図、解説文を作成するために使用した資料名を列記した。

その順序は原則として、本図作成に要したもの、副図作成に要したもの、

解説文作成に要したものの順である。

副図には小図、グラフ、表などがあり、各主題図を補足説明するための

ものや、かなり重要な項目であるが紙面の都合で本図として取り上げるこ

とのできなかった主題について作図したものが表わされている。

7．複製の方針

製図から印刷、製本にいたる各作業工程には、それぞれに複雑で緻密な

技術を要する工程が多く、これらについては事前に各種の研究、実験など

をおこなって作業を進めた。

主題図および解説面の作成工程（編集－製図－印刷）は表3.に示すとお

りであるが、多色刷りであることと各地図によって内容と図式が異るなど

の点から、画線を主とする地図作成の工程よりも複雑なものとなっている。

1．製図材料

色ずれの原因の1つとなる製図材料の伸縮をできるだけ少なくするた

め、画線版にはポリエステルを支持体としたスクライブベースを、各色マ

スク版にはポリエステルを支持体とした写真処理およひ遮光膜の　離処理

ができるマスク用フィルムを使用した。このフィルムはネガ→ネガタイプ

でエッチング方式のものである。

表3．主題図および解説面の作成作業工程

（主題図）

編 集 原 稿

製 図 原 図

試 刷

校 正 ・ 校 正 直 し

合成ポジフィル ム

合成ネガフィル ム

再 製 版

配 布 用 図 の 印 刷

合成ネガフィルム修正

刊行のための製版印刷

画線原稿、色分け見本、注記原稿等

画線版、色マスク版
注記版等（各版共ネガ作成）

色彩設計案に従い、製図原図とスクリーンフィ
ルムを使用して製版（ネガ焼付方式、平版 PS版
使用）後オフセット自動校正機により校正刷

試刷の色彩設計の当否判定
製図原図の誤りを点検、修正

決定した色彩設計に従い印刷色別にスクリーン
を伏せこんたポジフィルム作成
フィルム上でスクリーンのはみ出しなどを修正

合成ポジフィルムを反転

平版 PS版

4色オフセット印刷機使用
協議会委員等に配布して意見を集める

再び誤り等の修正
刊行のためのレイアウト修正

C′

A

B

B

B

B.A

A

B

A′

A

2.6穴レジスターパンチシステムの使用

製図各版に用いるベースおよび中間工程のフィルム、製版用のフィルム

などのすべてに共通の小穴があけられる、6穴レジスターパンチシステム

を用いた。このパンチング機械は、この事業実施のために特に調製したも

ので、暗室に設置され、生フィルムでも使用できるようになっている。

パンチシステムは各版相互の色ズレを最小に押えることができるととも

に、製図原図から作成される中間工程の合成ポジフィルム（各濃度や角度

のマンセンスクリーンを伏せこんだもの）作成での暗室作業を比較的容易

なものとした。

3．色彩設計

各図ごとの色設計とともに、初期に作成した約20図葉を土台にして、国

勢地図帳の全図葉をとおして合理的な色彩管理ができるように色彩設計を

おこなった。各図ごとに使用するインキの色を随意にきめるのではなく、

約25の標準色を定め、標準色とその濃淡（マンセンやアミ点にしてうすめ

た色）および相互の色のかけ合せを用いて各種の色を発色させこれを国勢

地図帳の各シートの印刷に適用した。標準色のインキはパントンマッチン

グシステム（P.M.S）の色票の中から選び、カラーチャートを作成して、

各主題図の色設計案作成の参考資料とした。

またインキの転移性を中心にした印刷適性、インキの乾燥過程におこる

種々のトラブル（裏移り、チョーキング、クリスタリゼーションその他）、

印刷物の物理的、化学的性質（耐光性、耐摩擦性、透明性その他）、発色効

果などについても検討した。

4．試刷

色設計案にもとずき、製図原図を用いて各色ごとに製版をおこない試刷

（校正刷）図を作成する。試刷の目的は色ズレ、製図ミスの点検後製図の各

版を修正することと、また色設計案の適否を判定して最終的な色設計を確

立することである。そのため、必要に応じて数度の試刷をおこなったもの

もある。

5．印刷用紙

印刷用紙に関しては、印刷・製本作業の適性（伸縮度、表面強度、イン

キ乾燥性その他）、印刷効果に及ぼす物性（表面平滑性、不透明度、白色度

その他）などについて、チェコスロバキア、アメリカ、スイス、イギリス、

オランダなどの国のナショナルアトラスの用紙や各国の地図用紙をとりよ

せて比較検討を実施し、最終的には上質オフセット用紙として AD紙を特

抄した。

6．製本

製本の方法には上製本（有線･無線方式、足継ぎ方式）、バインダー式な

どがあり、また製本しないで、ケースやトランクに収納する方式なども考

えられたが、見開き地図の折目部分がよく開くことや散逸することなどを

考えると、最も理想的なのは足継ぎ方式の上製本である。しかし製本の強

度、大量生産のきかないこと、および価格等の問題から最終的には見開き

地図の折目部分がよく開くという条件のもとに、無線ホローバック式とし

た。

8．作成を担当した機関と組織

日本国勢地図帳の作成にあたって具体的に作業を担当した機関と組織は

次のとおりである。

総合企画および編集：国土地理院地理調査部地図編集課

試 刷：国土地理院地図管理部

印刷計画・発 行：財団法人日本地図センター

なお、製図作業は国土地理院地理調査部地図編集課の監督指導のもとに

国土地理院が指名した地図調製会社9社が実施した。

また、印刷・製本は財団法人日本地図センターの監督指導を受けて大日

本印刷株式会社が実施した。

（解説面）

編 集 原 稿

製 図 原 図

校正用サープリント

校 正 ・ 校 正 直 し

合成ポジフィルム

合成ネガフィルム

刊行のための製版印刷

記号は作業を担当した機関、組織名

A．国土地理院地理調査部地図編集課

B．国土地理院地図管理部

C．財団法人日本地図センター

また′のついているものはそれぞれの監督指導による外注作業

解説文、副図（地図、グラフ、表）等の原稿、
配置見本、色彩設計案等

解説文は写真植字、副図は製図各版（色別の画
線版、マスク版）作成

色彩設計案に従い校正用サープリント作成

製図の誤りなど修正
色彩設計案の当否判定

決定した色彩設計に従い印刷色別にスクリーン
を伏せこんたポジフィルムを作成
フィルム上でスクリーンのはみ出しなど修正

合成ポジフィルムを反転

A

A′

A′

A

A′

A′

C′

1,250（M1）

3,750（M2）

7,500（M3）

17,500（M4）

37,500（M5）

75,000（M6）

175,000（M7）

375,000（M8）

750,000（M9）

2500人未満

2500人～5000人

5000人～1万人

1万人～2.5万人

2.5万人～5万人

5万人～10万人

10万人～25万人

25万人～50万人

50万人以上
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